
第３回嬉野市教育委員会議（定例６月） 

平成 28年 7月 1日（金）10：00～ 

市役所塩田庁舎 3-2・3会議室 

 

１ 開会 

 春の運動会、修学旅行が終わり、水泳が始まって、学習に本腰が入ってきていて、訪問

もあっているようですが、子どもたちは、それぞれの活動の中で力をつけていくのかなと

思ってみています。ニュースに関心がある子どもが７２％で、どのようにして情報を得て

いるかはテレビが半分、新聞、人から、ネットからというのが同じように１５％前後で、

新聞とネットが同じ率で情報源となっていて、前回スマホの話が出ましたが、どれくらい

ネットと関わっているのか、現実を知る必要があると感じました。それから、人から聞く

ということは、家庭や学校で話をしてくださっているということで、そういう環境は社会

性を育てるのにとても大切なことだと思います。 

 

２ 会議録署名委員 ○○委員 ○○委員 

 

３ 議題 

（１）報告 

① ６月定例議会について 

（教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・６月議会の教育委員会関係質問は、一般質問通告書と答弁書を資料につ

けております。「日本遺産について」は、九州北西部の「肥前」が日本磁器

発祥の地として日本遺産に選定されました。今後については、具体的には

活性化推進協議会で議論されていきますと答弁しました。「伝建地区の整備

について」は、制度があるかぎり継続し、最終目的は環境保存、観光資源

にということを、整備家屋の利活用については、食事処等で活用されてい

ますが、個人の所有ですので、個々人の考えによります。整備の施工につ

いては、伝建審議会で審議をし、今年度は４件行います。施工前に申請、

審議をしますし、文化財Ｇが立会はしますが関与はせず、公平性は保たれ

ていますとお答えしました。「嬉野市曲」については、答弁書のとおりです。

「学童保育」については、夏休み等利用者が多くなった場合は考慮します

とお答えしました。「特定事業主行動計画」については、策定しましたので、

本日、審議をお願いします。「荒天時の通学」については、教育委員会より

全校に指示を出し、学校より保護者にメールでお知らせしておりますとお

答えしました。文化財が被災した場合の手当については、答弁書のとおり

です。給食の残量調査について、学校ごとに差がありますが、近隣の市町



 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

 

（教育長） 

 

（○○委員） 

 

（教育長） 

 

（○○委員） 

 

 

（○○委員） 

 

 

 

 

（教育長） 

 

 

（○○委員） 

 

（教育長） 

（○○委員） 

 

 

（教育長） 

（○○委員） 

 

（○○委員） 

（事務局） 

より残食率は低いとお答えしました。また、文教厚生委員が学校訪問して

くださったことへのお礼を申し上げ、修繕箇所の多さを再認識しましたの

で、市長部局と連携して対応していきますとお答えしております。名札の

お話もありました。個人情報の問題もありますが、コミュニケーションが

取りやすい面や、犯罪の抑止力になることをお話しました。議会関係は以

上です。 

・悪天候時の登下校について、保護者が迷わないようなマニュアルがあっ

てもいいのではないでしょうか。 

・台風情報は各学校に一斉に休校等の情報を流すようにしております。警

報は、随時判断し、メールでお知らせしております。 

・先日の大雨で、登校を２時間遅らせた日は、２時間誰かに預けたり右往

左往されたところがあるという声を聴きました。 

・朝６時に情報メールを発信しても時間的に遅いので、夜９時に判断して

メールを配信しました。 

・判断が早かったのでは？という声を私も聞きましたが、結果的に登校時

は小雨だったという結果論で、子供の安全のための、早い判断は助かりま

すよねという話をしました。 

・私も、今回の判断は間違っていなかったと思います。結果的に雨は降っ

ていなくても川は増水している場合もあります。県外で警報が出ていると

きは親の判断で登校させなくても、休み扱いにならないというところがあ

ると聞いたことがあります。それから、防災無線で放送はしていますので、

保護者以外にもメールを送るというのは必要ないと思います。 

・今回、分かったのが、朝、交通指導行ってくださっている駐在さんにお

知らせできていなかったことを反省しました。連絡体制をとりたいと思い

ます。 

・保護者に対し、警報発令時は無理に動かないよう話をするのも必要でし

ょう。 

・校長会で議題に挙げて協議します。 

・給食の食べ残しが多い学校から、詳しいデータを聴取し、状況を把握し

ていただきたい。また、世界の貧困の問題等情報をもって、しっかり給食

を食べるよう話をしてほしい。 

・学年別にデータをとってみます。 

・なかには家庭では野菜を食べさせない親もいて、食育は親も交えて行う

必要があると思います。 

・学校の修繕箇所で急を要するところはありますか。 

・学校からあげてもらった修繕箇所は、約２／３は着手をしております。 



・昨年より学校長、事務長、教育委員会合同で学校めぐりをし、緊急性の

ある順番をつけ、修繕をしております。突発的なものもありますので、予

算の範囲内で行っていきます。 

② ６月補正予算について 

（事務局） ・歳入におきまして、町並み環境整備事業の交付金が５０％減額されまし

たので減額補正しております。補正後の事業費は 10,483,000円です。理科

教育設備整備事業国庫補助金を 90,000円、首長部局等協働構築事業委託金

を 1,499,000円、原子力・エネルギー教育支援事業県補助金を 73,000円、

建物貸付収入を 670,000円、以上４点を増額補正しております。 

 歳出については、首長部局等協働構築事業 1,501,000円に、原子力・エ

ネルギー支援事業 74,000円、理科教育設備整備事業 181,000円、通級指

導教室 626,000円増額補正し、町並み環境整備事業は当初 45,000,000円を

21,500,000円に減額補正しております。以上、６月議会において可決され

ました。 

 

③ その他 

 ・不登校の状況について 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

 

（○○委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（○○委員） 

 

 

 

・中学生の不登校数の推移です。中学校３年生の女子２名が完全不登校で

厳しい状態です。ほか２名は、適応指導教室に通いながら過ごしており、

学校、家庭、適応教室で連携し、支援しています。不登校傾向にある生徒

については、適応指導教室、スクールソーシャルワーカー、教育相談員に

関わっていただきながら、時間はかかりますが、少しずつ改善できたらと

思います。小学校も不登校傾向がある子が２名おりますが、先生方やスク

ールソーシャルワーカーの関わりにより、なんとかもちこたえています。 

・県立学校からの転校生がいるということで、中学、高校を受験する子ど

もに受験後の学校生活に関する情報を伝えてほしいです。 

・中高の間でも学校説明会や、サマースクールなどで滑らかなつなぎにな

るよう取り組みはされているが、もっと話はしていかないといけませんね。 

・完全不登校の子とは接触はとれていますか。 

・１名は適応指導教室に来ています。もう１名が保護者とも接触が難しく

なっており、学校も悩んでいます。県の新規事業で訪問型サポート支援事

業を立ち上げました。こういう事業を活用するもの有効だと思います。 

・先日の講演にもありましたように、一人でするのは限りがあるので、い

ろんなネットワークを組み、様々な方面からみんなでその子の育ちをみて、

どういう方面、方法がいいのか考えたり、関わっていくのは大事だと思い

ます。 



（○○委員） ・どういう理由で不登校になっているかわかりませんが、考えられる手だ

ては何でもして、不登校の子どもの不安を取り除いてほしい。 

 

 ・社会教育行事について 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

・８日に市長講師で若返り大学、９日に海の体験。１７日は文化振興事業

として佐藤和哉さんとの親子篠笛教室と、不知火太鼓和楽器のワークショ

ップを開催します。２８日から３０日まで社会教育主事現地研修を受け入

れます。夢づくり支援事業について、市内４年～６年生より夢の募集をし、

嬉野市青少年育成市民会議にて決定します。9/29～10/1に楠風館にて通学

キャンプを計画しております。夢スポーツ支援事業について、校長会にて

紹介し、２校実施します。 

・子どもたちを社会教育の分野からも支えていただいてありがたいと思っ

ています。夢づくり事業は子どもが大変喜びます。 

 

 ・若手講師等研修について 

（事務局） 

 

 

 

・臨時的任用職員にも研修を受ける機会を設けようとこの計画を立てまし

た。市内に７名の講師がおります。７月に合同研修、６月、７月、１０月

に授業参観、改善状況の確認を予定しています。また、並行して学校内で

の研修も行っていただくよう校長にお願いしています。 

 

（２）協議 

① 嬉野市教育委員会評価について 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（全委員） 

・２０日に教育委員会評価委員会開催を予定しております。第２回は１２

月に、第３回を２月に行い、３月に結果の公表を予定しています。評価委

員については昨年と同じ委員さんにお願いをしています。嬉野っ子輝きア

クションプラン、嬉野市民輝きアクションプランをもとに教育基本目標評

価シート、教育委員会活動状況評価シートを作成しておりますがよろしい

でしょうか。 

・承認 

 

② 特定事業主行動計画について 

（事務局） 

 

 

 

 

・次世代育成支援対策推進法、女性活躍推進法に基づき嬉野市立学校特定

事業主行動計画を策定しました。男性職員の出産補助休暇等の取得や、年

次休暇の取得日数等の目標を挙げています。毎月第３水曜日を市内一斉の

部活動休日とする計画は嬉野市独自のものです。承認いただければ、７月

１日付で交付します。 



（○○委員） 

 

（全委員） 

・時間外労働の縮減、特に中学校の部活に関しては繰り返し声掛けをして、

年休の取りやすい雰囲気づくりに取り組んでほしい。 

・承認 

 

（３）その他 

① 平成２８年度佐賀県市町教育委員会連合会定期総会 

  ７月１日（金）14：00～ グランデはがくれ 

② 嬉野市教育委員会の学校訪問 

  ７月６日（水） 嬉野小学校 13：00～ 

③ 平成２８年度嬉野市教育委員会評価委員会 

  ７月２０日（木） 15：00～ 3-1会議室 

④ 第１回嬉野市教育研究集会 

  ７月２１日（木） 13：30～ 公会堂 

⑤ 次回教育委員会 

  ８月１０日（水） 10：00～ 

 

４ 閉会 

 ・ＳＥＩ-Ｎetについて 

  問題整理としてですが、嬉野市は、成績処理、個人情報管理機能は使用していません。

メール、文書管理、全国学習状況調査の成績処理のみ利用しており、この中には個人情

報が含まれます。市内小中学校を結ぶネットワークシステムはありません。無線 LANを

使用する学校がありますが、高いセキュリティをかけております。教職員による個人情

報の持ち出しについては、ほとんどありません。 

 ・嬉野市教育施策実施計画について 

県も教育方針から教育施策実施計画と名称が変更になりましたので、嬉野市も変更し

ます。 

 

 

 

 

会議録署名委員 

 

                                         

 

                                         

 


